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   A clinical statistic survey was made on the operations performed at the Department of Urology, 
Tone Chuo Hospital between June 1993 and May 1999. The total number of operations was 1296, 
consisting of 97 (7.5%) operations of the kidney, 67 (5.2%) operations of the ureter, 190 (14.7%) 
operations of the bladder, 454 (35.0%) operations of the prostate, 63 (4.9%) operations of the urethra, 
92 (7.1%) operations of the penis, 149 (11.5%) operations of the scrotum and 184 (14.2%) other 
operations. With the aging society, the number of operations for those over 60 years old has exceeded 
60%. 

                                            (Acta Urol.  Jpn.  46: 145-149, 2000) 
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緒 言

利根 中央病院泌尿器科は1987年6月1日 に開設 し

た.当 院は群馬県北部の沼田市にあり沼田市,利 根郡

をおもな診療圏とし,面 積的には群馬県の約4分 の1

という広い面積を有 しているがその医療人口は約10万

人である.65歳 以上の人口は20%を 超え高齢化が進ん

でいる地域である.

前橋市,高 崎市といった県央までは距離を有 してい

るという地域性の中で基幹病院として機能している.

以前にはこの地区の国立病院にも泌尿器科の常勤医が

在籍 していたが,10年 程前から非常勤医のみとなり,

総合病院としての泌尿器科医の常勤する病院は当院の

み となった.以 前に開設より1993年5月31日 までの手

術統計の報告1)がなされているが,そ の後医療状況も

変化を認めてお り,現 在までの推移について検討 して

みた.

対 象 と 方 法

1993年6月1日 から1999年5月31日 の6年 間の手術

台帳を基に検討 した.膀 胱全摘術 とそれに伴う尿路変

更術 はあわせて1件 とし,尿 路変更術については別に

検討 した.た だし,他 科疾患に伴 う骨盤内全摘の場合

の際の尿路変更術は1件 として数えている.同 時に複

数の手術を施行 した場合,そ の主たる手術を件数とし

て数えた.ま た,同 一患者に同一手術 を日時を別にし

て施行する場合があるが,こ れは,そ れぞれ1件 とし

て数えた.毎 年6月1日 に医師交代が行われるので6

月1日 より翌年5月31日 までを1年 度とした.
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Fig,2.Theproportionofcasesbyage.

結 果

男女 別手術 件数 をFig.1に 示 す.1993年 度,男 性

190件,女 性29件,計219件.1994年 度,男 性176件,

女 性23件,計199件.1995年 度,男 性137件,女 性33

件,計170件.1996年 度,男 性218件,女 性50件,計

268件.1997年 度,男 性168件,女 性32件,計200件.

1998年 度,男 性210件,女 性30件,計240件.総 合計1,

296件 で あ った.

年齢構成をFig.2に 示す いずれの年度において

も60歳台以上が60%を 超えていた.以 前の報告時に比

べ高齢化が進んでいるためと考えられた.一 方10歳 未

満は約10%を 占めているが,こ れは以前と同様であっ

た.

1)腎(Tablel)

悪性疾患に伴う件数は各年度によって差があるが,

平均してみると前回報告 とほぼ同じで平均年4件 ほど

であった。

TableLOperativemethods:kidney

術 式 1993年1994年1995年1996年1997年1998年 総 数

腎 根治的腎摘

単純腎摘

腎尿管全摘

腎痩

嚢胞穿刺

腎孟形成

腎生検

AP

RP

その他

3

0

0

5

6

0

0

1

2

0

2

0

1

9

1

0

0

0

1

1

1

0

2

0

6

0

0

1

0

0

3

2

0

8

2

1

1

0

1

2

5

1

3

5

1

0

0

0

0

0

5

0

0

13

1

0

1

0

0

0

19

3

6

40

17

1

2

2

4

3

合 計 17 15 10 20 15 20 97
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Table2.Operativemethods:ureter

術 式 1993年1994年1995年1996年1997年1998年 総 数

尿管 尿管ステント

尿管切石

尿管瘤切除

尿管膀胱新吻合術

尿管拡張

尿管吻合

その他

7

0

0

1

1

2

0

7

0

0

1

0

0

0

15

0

0

0

0

0

2

17

1

2

0

0

0

0

3

0

0

0

0

0

0

5

1

0

1

1

0

0

54

2

2

3

2

2

2

合 計 ll 8 17 20 3 8 67

腎嚢胞穿刺 り適応 に関 しては意見 の別れる ところで

もあるため,こ の2年 間 は適応を厳 しく考えている.

そ のため,嚢 胞 の内容量が約1,000mlの 巨 大な症例

と感染性嚢胞の2例 に とどまっている.

2)尿 管(Table2)

前 回報告 時には,す で にESWLの 適 応が ある症例

も地域 性の問題 で当科での治療 希望 の症例 にはTUL

に よる治療 を施行 していたが,現 在 は行 っていない.

し か し,今 後ESWL装 置 の導 入 を予 定 して いるた

め、治療 内容が変化 してい くことが予想 され る.

尿管 ステ ン トの留置症例が多いが,一 時期定期 的に

交換 する症例が複数認めたためであった.動 脈瘤 によ

る尿管狭窄症例 などにも施行 されていたが,一 部の症

例 は適応外 と考 え腎痩に よる管理 に変更 してい る.

3)膀 胱(Table3)

前 回 報告 に比 べTUR-Btの 件 数が増加 してい る.

これ は,再 発症例が年間 に占める割合が20--30%あ る

ことによるため と思 われた.た だ し,膀 胱全摘術の件

数 はほ とん ど同 じであ った.こ れは,BCGの 膀 胱注

入療法や動 注療 法の施行や患者が高齢であることなど

によ り増加がみ られなか った と考 えられた.

4)前 立腺(Table4)

前 立 腺 生検 は1996年 度 よ り超 音波下 にsystematic

biopsyを 施 行 してい る.現 在,最 も手術 件数が多い.

1999年5月 よ り沼田市 の健 診 に希望者 のみで はあ る

が,PSAの 採 血が加わ り前立腺癌検診が開始 された.

そのため,今 後 も件 数の増加が期待 され ると共に,前

立腺全摘 の件数 も増加す ると思われる.

5)尿 道(Table5)

内 視 尿道切開,尿 道カルンクルス切除術が大部分 を

占めている.た だ し,TURに 伴 って外尿道 口切 開を

施行す る場合 も多い.

尿 失禁に対す る手術 は以前 は膀胱頸部つ り上げ術 を

施行 していたが,最 近はコラーゲ ン注入療法 を選択 し

ている.

6)陰 茎(Table6)

成 人,小 児 に対 す る包 茎手術が 大部分 を 占め てい

る.

7)陰 嚢 内容物(Table7)

停 留 精巣に対 する精巣固定術が最 も多か った.去 勢

Tablc3.Operativemcthods:bladder

術 式 1993年1994年1995年1996年1997年1998年 総 数

膀胱TUR-Bt

膀胱全摘

膀胱切石:経 尿

膀胱切石:経 腹

膀胱痩

膀胱生検

その他

17

1

7

0

2

8

2

19

4

5

0

6

4

1

12

0

3

0

3

5

2

19

1

6

0

2

2

1

21

2

0

2

1

0

0

21

3

3

2

2

1

0

109

11

24

4

16

20

6

合 計 37 39 25 31 26 32 190

Table4,0perativemethods:prostate

術 式 1993年1994年1995年1996年1997年1998年 総 数

前立腺 前立腺全摘

TURP

被膜下

前立腺生検

l

l6

6

40

2

26

5

47

1

35

3

22

0

24

5

54

O

l2

3

56

4

39

1

52

8

152

23

271

合 計 63 80 61 83 71 96 454
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術 は前立腺癌患者の抗男性 ホルモ ン療法 として行 って 様 の件数が行われている.こ れは公共の交通機関の問

い る.LH-RHagonistに よ る治療 開始後 も以前 と同 題 や通院 にかかる時 間などのため,通 院す ることが大

Tablc5.Operativemethods:urethra

術 式 1993年1994年1995年1996年1997年1998年 総 数

尿道 内視尿道切開

尿道脱

尿道下裂

失禁に対する

カルンクルス

尿道腫瘍切除

外尿道口切開

尿道ステント

その他

6

0

0

0

4

0

1

1

2

6

0

0

1

4

0

0

2

0

2

2

0

0

2

0

0

0

0

2

1

0

1

6

1

0

0

2

4

2

1

1

4

0

0

0

0

3

0

0

1

0

0

0

0

1

23

5

1

4

20

1

1

3

5

合 計 14 13 6 13 12 5 63

Table6.Operativemethods:penis

術 式 1993 1994年1995年1996年1997年1998年 総 数

陰茎 背面切開

環状切除

コンジローマ

陰茎生検

その他

5

9

11

2

0

9

4

1

3

3

7

4

0

0

2

5

5

1

0

0

3

4

2

0

1

6

1

1

0

3

35

27

16

5

9

合計 27 20 13 ll 10 ll 92

Table7.Operativemethods:scrotum

術 式 1993年1994年1995年1996年1997年1998年 総 数

陰嚢 精巣固定

水腫根治術

去勢

高位精巣摘除

精巣摘除

精巣生検

精巣上体摘除

垂切除

その他

ll

6

2

2

3

1

1

1

2

4

2

豆

2

1

0

1

1

0

4

4

2

4

3

0

1

1

0

22

7

9

3

3

0

1

0

1

6

6

3

2

1

0

0

0

3

7

8

5

0

0

0

0

1

1

54

33

22

13

11

1

4

4

7

合 計 29 12 19 46 21 22 149

Table8,0perativemethods:others

術 式 1993年1994年1995年1996年 正997年1998年 総 数

その他 内シャント

血栓除去

PTA

縫合

回腸導管

その他

9

4

0

豆

0

7

5

3

0

1

0

3

13

0

0

0

0

6

29

3

0

0

0

12

31

2

1

0

1

7

35

0

3

3

1

4

122

12

4

5

2

39

合 計 21 12 19 鱈 42 46 184

Table9.Operativemethods:urinarydiversion

術 式 1993年1994年1995年1996年1997年1998年 総 数

膀胱全摘除に伴
う尿路変更術

回腸導管

自排尿型

尿管皮膚痩

O

l

O

4

0

0

0

0

0

1

0

0

l

l

O

l

l

l

7

3

1
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変であることに起因するようである.

8)そ の他(Table8)

当院では慢性透析患者の管理はおもに内科で行って

いるが,内 シャント造設などのbioodaccess関 連は

泌尿器科が担当している.透 析患者の増加と共に,そ

の手術件数も増加 している.

外科患者の骨盤内臓全摘に伴う尿路変更術は回腸導

管を施行 している.

9)尿 路変更術(Table9)

進行性膀胱腫瘍に対する膀胱全摘術後の尿路変更術

は,以 前に行われていたコック回腸膀胱造設術はその

合併症の問題から行 っていない.現 在は,お もに回腸

導管 と自排尿型の尿路変更術を選択している.

結 語

1)1993年6月1日 から1999年5月31日 までの6年

間 に男性1,099件,女 性197件,合 計1,296件 の 手術 を

行 った.

2)高 齢 化 に伴 い60歳 以上の患者が60%以 上 と増加

して いたが,10歳 未 満 の患者 は以前 の報告 と同様 で

あ った.

3)臓 器 別には前立腺 に対す る件数が最 も多 く,全

体の35%を 占 めた.手 技 的にはTUR-Btと 内 シャン

ト造設術の増加 が顕著であった,
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